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i蹴年．アナトー勘フランス（懸一圭§職ま・エミ畦ヴ難齢i動

鋸のかた栃でこ御成．罫ゾラ購っぱ敏だった灘越魂眺つ率

麟と鞭さと携って欧．そ纏蕊艦つき縫わき敵て欧・麟
の著作で、かれは人類への熱烈な愛を心から表隣した。よりよい歓会の来るこ

とを稽し、灘は党努めたのだ轡と。擁1費備験すこし凝で・

フランス全土を揺さ欝、翻の軸人物アルフ妙ド耀レフユス（i朧㎜

ま噺確実を囃した大きな蜘纈争で、ゾラが果たした役割を験’おこし

ながら、この聾家の葬儀に参興した韓千という会葬者につぎのようにいった。

　　r秘やま脚では榊か．ゾ鴛、獣雄讃歎な行難で羅雅
致鰭を与えた．うらやむべきは、か麺齢とその勇気である・それがか

縫鰍にした．か癬嶽勧飾贋メン酵捷ま｛2）と・

　こ櫨、壼、からの雛である．な疑鰍灘・ことばだろうか・こ伽メント

は生きつづけて、われわれにまで転わった。しかし、われわれは今駄あま警

に安易にこ硯臆を醸していないだろうか・ゾラ麟謝鶴の斬・ど

れほどの犠牲を払って、どのような努力をして、どのような決意をもって、

罫人類嬢、むのモメント飛越編鰍をかちとったのかを擁わ櫨躰

ている．鋳、ゾラほ糠擁、悪しざ難い繍嬬のはいなかった・ゾラ

を偉大な作家として認めること、ドレフユスを潔嶽と認めること、ドレフユス

の弁護溝た旋ゾラの翻を賭すること・こ鰯報で批て雛やすい

ことである．しかし、その塒だったら、撫わ癬訟読いっただろうか・

琶繍わ縛ゾラ胴獣人だつ燐ら浸して輔畷人たちが隷擁
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つきよばわ善し、軍の将軍たちが反逆者あつかいし、新羅や雑誌が霞葉をねじ

まげ、ゾラの真意について瞳をいって、外国権益の代遅人だと主張していたと

きに、わ論われはゾラを支持するために前に進み鐵ただろうか。身の安全のた

めに露分の家で鰻ることもできなかったゾラの友人になっただろうか　　かれ

が夢ンチされるのをカをもってしか騒げなかったような場合がなんどもあった

ときに、われわれはすこしでもボディーガードをつとめただろうか。そして、

かれが法蓮侮辱罪で有罪とな鯵、禁園一年の飛を宣告されたとき、われわれは

異議を曝えただろうか．それとも沈黙をまもっただろうか．これはまさに今蒙

的な問題である。

　ゾラは羅立していなかった。フランス蟹内にも国外にも糠方がいた。ゾラの

ために嘆顯書の署名を戸籍から戸霞へと集めて罹ったのは、若い学生マルセル・

ブルースト（総7ト欝22〉だった．科学者や文学者は、かれを支援するために

薩解こ進み患た。フランス、そして盤雰は、ドレフユス事件で二つに分かれた。

アントン・チェーホフ（鰺6←欝§4〉は手紙に書いた。紅わたしたちにとっての

時事幾題は、ゾラとドレフユスだけだ．．．．ゾラは3ヤードも成長した。、．．そ

して、フランス人はだれも、地球ま二になお藍義があることを知ったのだ罫3｝と。

　ヂ人類の良心のモメント」とよばれるゾラの雄篇が、高い代復を払ってかちと

られたものであることは醗らかである。真蓬と毘義のために、ゾラは財産．名声、

安全、纒人的霞露を賭けた。かれは勝覇した。われわれはかれに敬意を払う．

　だが、ここに問われねばならない開題がある．薪ゾラにとって、ドレフユス

とは儒者だったのか蛋ということだ．ゾラは弁護士でも政治家でもなく、一人

の律家だった一悪魔島に流された男を弁護するのに、かれはまず簿をしなけ

ればならなかったか。ドレフユスが無罪だろうと有罪だろうと、ゾラは本を書

くことができたではないか～いや、そのように、馨われるのだ。ゾラはおせっ

かいやきだったのだろうか一それとも売名行為をしたのだろうか一あるいは

縫会主義の遅懇のために、すぐれた文学的才龍を心得違いにも悪離した搾家だっ

たのだろうか。かれの行動を説窮するものとして、このようなことがいわれた。
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真難鋤・．そ総統ろん、こうだ。アノレフレドヂレフユス曜献無

関、むのままで、ゾラは安らかに本を書くことはできなかったということである。

ゾラという作家には大鷺ゾラがいっしょになっていた・明らかにこれは全ての

鐸家にいえることだが、講椿のまなざしでフランスの壇夫を詳総に描写した修

贔、蓼炭坑夫遜を書いた著者は、ドレフユス弁護に駆蓼立てられた人間と講じ

大開だったのである。

　ゾラの人生と作品は潟然のものではない。また、文学史のなかで風変わりな

タイプというわけで練い．生涯樋して、または生涯のある麟に・礎の

およぶかぎ蓼人類の良心のモメントたろうとした数多くの作家たちから、ゾラ

が区驚されるのは、ひとえにかれの雑品が成功を駿め、かつすぐれているから

にほかならない．

　これらのどれ一つとして靄然ではない。それは麟作過程の本質、作家の本質、

そして人鶴の本質から生まれるのである。

　私線、芸術溺一種類の知性や感受姓からだ1ナ生みだされるものだとか一芸

郷磁翻紡法輪騨鋤…ただ一つだけあれ幽・いとか主張している雛で

はない。人生と入閣にたいする焼きつくような憎悪から本を書き、その本のペ

ージには冷笑、毒気、絶望が燃えたっているような控家が、数は多くないが、

傭人かいた。それらの作家の本を読む読まないは・読者の蜂みのままである・

彼酢家にそれ妙蠣勲が如繍ではない読む購える麟であ縦

ということだ潜、綾らの銃議にも愚昧はある。

　市疑としても作家としても、遍狭に露分のことにしか関心をもたない作家が

いる、霰らの文学上の業績や縫会的な地種を否定することは、大きな誤鯵を愛

すこと織るだろう．擁繍機会は複雑である・神経遜敏なあま嘱蹴

の人びとと調子を合わせることができず、あわれにもナルシシズムに落ちいっ

た鰍の編的構び栃、またとな曜藏鍍掌編繕え練るこ紬わ

れわれは知っている。

　　また、生活の上だけでなく綿のなかでも事件・欄・時代にたいしてか
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たよりのない冷淡さを特徴とする俸家もいる。かつてサマセット・モーム（i874

一簿6邸は、麹分が真の大控家になれないのは、人聞をあま静聾きでない点に

あると書いていた．もしかして後量になると、モームが自修をそのように評癒

したのは誤蓼だということになるかもしれない．しかし、いまの時点でモーム

が露分の気質について残念そうにコメントしているのが縫心を馨く　　かれは

審美主義を全藪に押し濃してはいない。この点で、今韓、かな鯵の数にのぼる、

知性と善意をもち、りっぱで有名な文学の権威者たちと、かれは見解を異にし

ている。文学の権威によると、真の芸備家の基準は縫会の趨来事にたいし冷淡

に公準無私に接することにあったし、いまもそうなのである。実のところ、厩

購代の鐵来事にたいしてまったく関心を示さないのを特色とする作家もいる。

これ・は後らが気質的にそういう人聞だったということなのであり、その搾晶に

ついては擁を描写しているかで評慰することにしたい．

　しかし文学のあらゆる歴史に当たると、不覊不党、公平無私、冷淡無建の美

学をうち立てようとするものは退けなければならない．このような美学の持ち

主は、露分がしき瞬こ讃える控家の記録や生涯そのものを無観することによっ

てだけ存在しているからである。r人生をしっか参と見すえ、それを荒ごと捕

らえるまという書葉は、後らによって人生をガラス窓の外灘から銚めるという

行為に変えられてしまった。聾奇心を誘う人形芝居のように人生を見つめて、

それを掻くだけになったのである。確かに、それはおもしろい。だが、人聞の

行動は醗実である。笑い声や苦麟する声は心の中からほとばしるし、鍛られる

と露も鐵る　　人生は操穆人形の見せ勃ではない。おおかたの作家にとって、

人生は人形芝屡ではなかった。彼らは行動のもたらすものに無離心ではなかっ

た。

　文学の歴史は、民衆にたいする繕椿と愛椿とをひときわ抱く痒家たちの生涯

と窪贔でたいていは占められる。披らは冷笑的な態度をとるよりもむしろ、当

時にあって進歩的な、多くの場合に急進的な社会運動を党振的κ支持すること

でひときわすぐれている。これがあらゆる文学を総難した完壁な廃史というわ
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げではないが、記録に残っているものとしてはもっとも有力な繧病である。そ

麹以外にどのような文学史があるだろうか。人聞である律家は、ほかの人びと

の苦憾に心を勧かされてきた。作家は自分と講じ人聞の人生のほかに、なにを

素材として書くことができるだろうか。心が瞬構にあふれ、、精神が聾奇にみち、

腰が事物を見通すことができるなら、どうして作家はこの不完全な髭暴を描写

しないですますことができるだろうか一£・はよ絵よい盤界を望んでいるのに、

どうしてそれを閉ざすことができるだろうか・作家が書きはじめてこのかた・

人聞は動慧の中にあった、童舞は激しく揺れ動いてきた。一馨として静かな譲・

一難として人間の苦難のない蒙、一目として人間の心が希望をもって変革を夢

見なかった購まなかった。

　量雰文学の多くがこのような基礎の上に生まれた。そこからまた、今鼠ほ

とんど知られず記念されてもいないが、過去の文学者の多くが男女を闘わず、

当時評覇の悪い主義主張のゲジラ戦士だったという事実が生じた。披らは公平

無私とか不覊不覚といった態度ではなく、きわめて薩盛な党諏精神、すなわち、

礒．難、貧しいものの大義、苦しめ旅働るものを守る轟’に隷’姉

民悸家、戦縫的作家としてのキャ婆アを送ったのだ。文学上の偉人のジストに

は、その鋳代に検騒の対象になったり、歓会的な遍激涯になったり、警察の講

書の材料になったり、中傷、嘱笑、不当な勧密などを受けたりした人の名前か

いっぱいある。これらの先駆者は、みんながゾラのような人というわけではな

かった。嫌気がさした吟、一人よが鯵になった甑おじけづいたむした。とは

いっても、破らが跳戦的嫡気で警察の調書齢硬難ず・礪の威厳で中

傷の矢嚢にたち、不当な勧告を受け入れなかったのは・多くのものにとって名

誉となるものだ。ところで、もし各時代の文学や政治爆の保守主義者がそれな

りの文学史を書いたなら、いつの盛代の俸家も、鮭会的に騰達したひと続きの

腐数や堕落におどろくほど苦しめられたということが示されるのではないか・

そして、この腐敗塵藻を表すものとして・つぎのようなものが灘挙されるだろ

う．時の権力にとって、異常な容認し難い・またはいっそう有害で評判のよろ
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しくない一というよ鯵遜激きわまる、意想にこ鯵かたまっていること。物を書

く観から離れて市場で市費たちと、ことに反政驚的な野党のメンバーと談合す

るという墜落．人聞にありがちの不藍に薩醸して．不搾法にも縫やかましく、

感鋳をあらわにするという墜落、僑念を捲き、それに一定の勇気をもつという

腐数。このような腐数墜落のあらゆるものが、まさに今蕪、われわれが彼らを

賞賛する理譲なのだ一波らはそのように生きただけではなく、そのように書

いたからである。

　ここに一つの記録がある。ほとんど知られることなく、ほとんど讃えられる

こともないが、これまでずっと覆い隠されていたのである。いま欝47年、この

アメ夢力の律家の集会で、上にたまった埃をはらって、記録に賛辞を表すのは

当を得ているだろう一賛辞はわれわれ趨身の魂のために表さなければならな

いからだ。これは、知る知らないにかかわらず、われわれの遺産である。われ

われが今欝ものを書くことのできる瑠懸の一つなのだ．この遺産は、厳しい冬

の蒔代に身体を暖める繊細なウールのショールみたいなものだと考えてみたい．

われわれは一人残らず、縫いのさなかにある。遜ぎ去った糧紀を一瞥すると、

新たな展望が絹けるかも知れない。

　鰺63年、娠隷麟廃並講者だったボストンの商人、ジョージ・スターンズは、

縁長ジョン・ブラウン（露盤§一59／の騰豫を、すぐのちにブラウンは狸罪者と

して絞首薄1に越せられたが、その鞠像をヴィクトル・ユゴー（i紛2－85〉に送っ

た・どうしてユゴーに送ったのか。それは、盛時のユゴーはi8磐年の共和滋の武

装蜂起に関係した結果として、王党諏フランスから貿年間の遺放越分をくってい

たからである。かれは熱烈な民主主義者として民衆のスぷ一クスマンをつとめ、

南北戦争では嫉隷議彗に反薄した北部を支持していた．ユゴーは毒民作家であ穆、

この数年後には、パ墾コミューンの犠牲者を支援することになるのである。

　ig盤起もはじめ、鰺28年にミラノの警察署長は、瞬に著いたばかりのアン夢・

ベールという名麟のフランス人についてウィーンへ轄告書を送った。アンリ・

ベールのペンネームはスタンダール（貿83一鰺42〉だった。このゼ毒と黒雲の
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著者が．rきわめて言語道辮な態度でオースト婆ア政瘤（当時イタ彗アを支醗）

にたいして」無礼をはたらき、罫宗教に害をなし、不道徳はなはだしく、玉籖

にとって危験この上なくま、　rすこぶる有害な政治懇懇まの持ち主として韓告

されたのである崎。スタンダールは以後、ロンバルディの領地へ二度と入るの

を禁じられた。

　ヨーロッパの一流の詩人バイβン男爵（貿88一露24〉が、ギ夢シア独立のた

めに戦う革命軍へ義勇兵として参擁しようとギ夢シアへ行き、そこで死んだの

は、この警察の報告書が作成される逢年前のことだった。想い起こすなら、現

代でも、講じようにイギ夢スの控家が義勇兵としてスペインで戦死している一

ラルフ・フォックス（igO←37）、ジョン・コーンフォード（i鍵5－37〉、ク夢

ストファ・コードウェル（欝07－3のがそうである。

　ここでバイロン、ゾラ、アナトール・フランス・スタンダールたちについて

考えてみよう。だれかがわれわれに儀じさせようとしたように、披らの難晶は、

縫会歪義にたいする構熱にもかかわらず、簿大なのだろうか。それとも構熱の

ために韓大なのだろうか．

　レオ・トルストイ（鰺28一懲欝〉の妻が、差し追った夫の投獄を未然に防

ごうとしてツァー一に｛吏いをだしたのは、緯髭紀も終わりの綿繰年のことだっ

た侮。なぜ縫いをだしたのか．ロシアの各地方で饑饉が起こっていたのだ・と

ころが、それは国家秘密にされて、ツァー自身がどこにも飢饉はないと雷い張

っていた。ツァーはうそをついていた．トルストイは真穏を書いて鐵叛したが、

露内で発禁麺分になった。それで外国で出版したところ、内務大羅は、おとな

しくしないなら獄中に繋いでやるといった。新聾はトルストイを攻撃し、文無

大盤はモスクワ大学でかれの俘品が講義されるのを禁止し、スパイは身透を監

擬し、中傷をこととする御絹作家は罵倒のかぎ吟をつくした。

　　トルストイが葺シアの民衆を支醒する権力に反抗したのは、これが最初でも

最後でもなかった。そのことは、疑時代のほかの礁家についてもそっく吟当て

はまる．欝盤紀召シア文学の偉大な搾晶は、人生を人形芝羅とみる冷ややかな
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傍観者によって書かれはしなかった。この時代の警察の調書がそれを幾なや穆

かたで示している。革命活動のためシベ撃ア流溺を宣告　　大学生、フョード

ル・ドストエフスキー（麹器皿綴）。葦爺活i勤のため懲役を宣告　　小説家・

麟悸家、マキシム・ゴー夢キー（露68－ig3§）。危験な致治家を露宅に遽え入

轟たので逮捕一一レオニード・アンドレーエフα8霞一欝欝〉。警衛文学アカ

デミーから脱邊一アントン・チェーホフ、講アカデミーからマキシム・ゴー

鋒キーを除名するようにというツァーの命令に銃議する。

　以上は、露量紀のき一ロッパの作家に関する寵録の一部である。わが蟹では、

事驚は違っていただろうか。エマソン・ソ欝一、ウィ夢アム・カレン・ブライ

アント、ロングフェロー、ホイッティアなど　駿らの作品は教科書に取蓼入

れられて、どこの公立学校でも使驚されているが、どんな悪臭も鞍らの名繭に

は赫いていない。きれいにク夢一ニングされてしまっている。

　かつてのよき鮭会では、彼らの名前は悪臭を敏っていたのだ．鰺25年から

鰺6食年にいたる厳しい時難に．詫部の州においてさえ、妓隷解放論者であるこ

と麟どんな意練をもっていたか惑い起こせるだろうか。娯隷鰯に反対する集会

は暴徒によってめちゃくちゃにされた。嫉隷解放論者は酸られた参、殺された

り・ジンチされたサした。新鷺編集者のウィジアム・ロイド・ギャ蓼ソン（王8総

一79〉はP一プで縛られ、ぷストン市中をひきず吟まわされた．ラヴジョイ麟

（？一i837〉は撃たれて死んだ一嫉隷麟度に灰繋することは率傷、侮蔑、誤

解、撰斥、暴力を一身に瞬き受けるということだったのだ。以上のようなこと

をわれわれは知っているだろうか。

　もしこういうことを全て知っているならば、つぎのような俸家たち、すなわ

ち、沈黙をきめこまず、無簿§心な態度をとらず、よい評趨が傷つくのもかまわ

ないで、必ずしもお上品とは鰻らなかった律家たちの点呼をとることができる

というものだ．

　ジ3ン・グジーン辞一フ・ホイッティア（i総7－92）　　最務の詩はギャ夢

ソン騙集の新羅に発表される・嫉隷解敏を曝える予言者的詩人で、いわゆる法

　　　　　　　　　　　　　　　一338一



アルバート・マルツ磯衆の良心としての俘家塞（数本　肇談｝

破鞍たちの擁護者として、一癒の詩を駿隷麟権力にたいする反逆罪のため逮

捕された友人に珪捧げる織、

　撃チャード・ヘンジー・デイナ（鴛8？一鰺79〉　　蓼水夫として2年選の著

者で、作家兼弁護士。逃亡娠隷や，逃亡妓隷を助けた罪で逮捕された人を法律

的に弁護する。

　ヘン婆一・ソロー（i8貿一62〉一飯隷凝に反鰐するボストン帯民を守る会

のメンバーで、葬合法の罫地下鉄道まを整って遷亡娯隷がカナダへ逃げるのを

助ける。一飯隷糠こ號議して税金の支払シ・を振否する。濃厚な大極で、弓腿生活

をしながら『ウォルデン墨を書き、みずからコンコード教会の扉を開き・暴行

を換えられる恐れがあるという警告にもひるまず、説教壇から罫ジョン・ブラ

ウン鎌長1のための弁護達をする。

　ウィ墾アム・カレン・ブライアント（葺鱗一i878〉一新驚の編集をするか

たわらに詩作。熱熱な飯隷解敏論者で、賃上げ要求のストライキが違法な共講

謀議だとされ，る時代に、労働纏合の権零墨を擁i議する。

　ウォルト・ホイットマン（i霰餅92〉一ラディカルな意見のためにブルッ

クジン・ディ夢一・イーグル紙編集者の職を解雇される。遷亡娯隷法案が再決

されたことに怒鞍を爆発させ、はじめて詩rブラッドマネー」を書く・

　ジェームズ・ラッセル・ローウェル（i81チ9聾は娯隷解放讒者。ヘン蓼一・

ワズワース・ロングフェロー（鰺§7－82）も購じ。奴隷麟に反撃したジャーナ

ジストを競にもつウィリアム・ディーン・ハウェルズ（露37一珍2⑦は労働縫

合を支持し、帝国主義に公然と敵婦的態度をとる。トルストイやゾラの弁護も

する。

　ここで、ジョン・ブラウン隊長に資金援麟をしたある人物についてすこしだ

け時購を翻いてみよう・その大輪は、ブラウンが絞首飛に魅せられた峯臥絞

首台は十字架のように神々しいと語ったのだ鵜。妓隷麟に反鱈するボストン毒

疑を守る会の嶽導的メンバーであ吟、聴下鉄連綴織で遷亡した名うての飯隷、

その崇高な黒い首に賞金を懸けられた麗罪考・ハ夢エット・タブマンを露宅に
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かくまったりもした．演説家、扇動者、歓会の危験人物　　これがラルフ・ウ

ォルドー・エマソン（露総一82〉の記録である。

　このような人たち麟、われわれに文学的逡産を残してくれたのである。われ

われが今霞知っているようなアメ壁力の国費的な良心も少なからず彼らから

一その作最、生涯、憶熱から受け継いでいる。けれどわれわれは、遡亡娘隷

法が議続を通遍したさいにヘンジー・ソローがいったつぎの言葉を忘れてはな

らない．ヂわれわれは受け継いできた白露をみんな縫い果たした。もしわれわ

れが生活を守ろうと思うなら、そのために戦わなくてはならない」と。わがア

メジカの作家はみんな、この書葉を座右の銘にして、じっくり考えようではな

いか。

　わが麟の歴史を談んで、エマソンが露56年にフィラデルフィアで演議を禁鑑

され、また6i年にはボストンで暴徒に妨害されて演説できなかったということ

に気づいたら、われわれは、今年鴛数年に、ポール・ロブソン（欝98一欝76）

がイジノイ州のペオサアや、ニューヨーク州のオールバ二一で演説する権利を

否定されたことに激聾するだろうか．

　ウォルト・ホイットマンの詩匿ブラッドマネ司を談むと、われわれは、こ

のホイットマンならタフト・ハートレイ法にも籏織しただろうかと尋ねるだろ

うか．われわれは怒滲を覚えるだろうか。抗議するだろうか。われわれはカを

結集して、この法律を廃蓋しようとするだろうか。

　欝47年、ハワード・ファスト（i§蟹一　　／の構熱あふれるすばらしい小説

ゼ毒疑トム・ペイン遺がニューヨークやデトロイトの公立学校の緩書館で禁書

にさせられたと知ったとき、われわれはいやな気持ちになって動揺するだろう

か．それとも航議の声をあげるだろうか。

　ボストンで妓隷麟度を廃銑する委員会のメンバーに、エマソンの友人の一人

でサミュエル・ハウという医者がいた。かれは若いとき、バイロンのように義

勇兵としてギ夢シア革命軍に参撫し、軍医長をつとめた。われわれ，はかれに敬

意を払う。ところで今羅、ニューヨークのエドワード・バースキー博士にも、
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瞬じ敬意が払われるべきだというのは難しいだろうか。かれは驚年前．スペイ

ンで共融灘軍に義勇兵として参擁、軍蓬長をつとめたことがある・先臥この

バースキー博士が議会鰹辱罪を宣告されて、一年の禁麗璃を受けなければなら

ないということをわれわれは知っているだろうか（猛㌧

　われわれは作家だ．ゾラに敬意を払い、芸術を大事にし、嚢密を愛する。そ

れならわれわれは、ニューき一ク大学のライマン・ブラッドレイ教授一その

ほか9名の医者、弁護士、主婦、労総のオルグーのような人たちが講じよう

に議会鱒罪醐繍、い蝦疑れているこ雄つい趨と⑰べきだろう

かゆ

そして，麟家ハワ津ワァ踏貌の車影こいて・鞭一年の蹴醗観

ればならないという事実について、われわれは何といえばよいだろうか。ファ

ストは、わが羅の歴史上どの雑家よ鯵も、疑主主義にたいする賛歌を小説のな

かで激ってきた．こ鋤職覇翻確髄っているとき・撫わ繍蠣とい

うべきだろうか一ゾラを讃え、陣フユス撫実だったの蜘っているわ為

われとしては。

　この麓名の男女に、どういう罪があるだろうか。彼らは、フランコ体灘から

輸したスペイン人に救援繭を行って㌢・る慈鞭鋼反ファシスト鹸齢

購委員会まの役員である。これが鞍らの麗罪・ほんとの罪状なのだ。表構きの

灘猛ては、委盤の会鄭簿を勧がランキン卦一マスの鎌瀬類

会に弓1き渡すのを麺否したことが挙げられている。

　わが蟹でくずのような政治ごろが議会の露にすわ甑萎農な毒民を脅迫する

勧を与え藤ている墨、擁わ姻即生活碗かで観繍ぞましい光

景ではないか。

　　このi路の人は髄をはねつけた．アメ効を一大強纏額にかえ劫と

し、社会全体紳観入働離の毒をまきちらしアメ効で経て蠣敗

塘毒をそのまま体現している酔のいセ・な麗な紡いで・彼郷人はファ

　シズムに反蠕する人の名前を引き渡すのを捲否したのだ。たとえどんなに多くの
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法蓮や賠審がハワード・ファストやその仲間に有罪の宣告を下したとしても、

ファストたちには、人聞の品位こそあっても、どのような罪もあ撃はしない．

　いつの時代もそうだが、今嚢、寮費は自分の歩む道を選ぶように遷られてい

る。これ藩ま厳しい縫題で、もっと楽な量の中になればよいものだ。が、周題が

なくなることはないように、馨われるし、われわれ作家も遂を選ばなくてはなら

ない。ハワード・ファストが有罪を宣告され、禁露一年の飛を受けるとき一

ランキンの影は全てのアメ夢力の作家の机上に迫っていたのだ。影はひと疹で

構えることはない．アメジカの誠実な文学者は男も女も，こぞって露覚すべき

とき赤きた。もし窪露な懇懇が大饗な遺産なら、いまからそれを擁護しなけれ’

ぱならない．もしわれわれの多くが独善的になったり、あわてふためいたり、

rラディカル華という古くからの声にわけもなくびくついたりすると、その邊

産を謬量有しつづけることはできないだろう、われわれが賞賛する愚夫の文学者

は独蕃的になったり、あわてふためいたりしなかったし、おじけづくこともな

かった。

　ゾラは名誉i棄損の裁寧彗でこういつた。

　「だれもが私に反薄しているように見える。両院も、甫当局も、軍隊も、大

新聞も、権力に毒を盛られた一般大衆の意見もそうである．私には理想、真理

と蓬義の遷懇のほかには侮一つとしてない。それでも私は落ち着いている。私

は勝利するだろうま鋤

　そして、ギャジソンはζ解放者薄の翻翼号につぎのように書いた。

　紅私は真理のように厳しく、亙義のように頑織になろう。．、．私は真鰯だ

一あいまいな態度はとらない。弁解はしない．一インチたりとも後退はしな

い一そうすれ，ば私のいうことを饑いてもらえるだろう堕と．

　これがわれわれの遷座だ。われわれは、自分が継承したものを守り、豊かに

し、つぎの縫代へ伝える義務がある．そうすることではじめて、われわれは作

家の名前に値するものとなるだろう。
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　　〔原　注〕

韓　灘att魏w｝ose舞so難，Zぬ躍4琶露7ゼ耀（翼e脚Yoτ紘爵鐙

（21　繕盛顯．，警．5i｛凱

（31丁厩垂齠擁硲麟毎θ搾C腰細tLa簸麟・むyS・S・醸e重重a醜ya蕪

P醗やT・藤難s・癩翼ewY・職夢253・

韓臨紬e瞬。s麟s磯，S纏伽燐ewY。鵡酪i§・
翰　鷺搬estJ、S至難蒲G盤s，Lε07わ癬δ少（餐e欝Y磁欝を見よ・

（瞬断β㈱ご舷頭城eδ、轡倉e澱aτδS嬢躍ewY・r蟻壁・23薮

｛7｝Re麟et主a3鞍曲醸eぎ，肱艪脚鋤θθ《鐸ewY憾》32§繊

麟本講演の嫉後に、バースキ鱒撚撫焦ほか鱒簡鑓絹の入獄を
　宣告された。琴老荘、彼らは連蔀最高裁善こ雛i講中である・

麟臨tt嚢e瞬・s麟s・鍛，z・蝕露礁τ惣擁§2・

　〔解　題）

ここに継したA茎短r麗a茎tz，‘・丁魏W醜ras醸C・敵産e贈・蝕ePe・登墨e野

はi蟹年矯館、ζアメ励の進歩的罎からな膿骸麟学者鞭腺会議

畷援で、餓駄翻る騰繍蠣する会謙童酵ンジ至ノレスの麟アト
ヒルズ．本テルで醗かれたとき、文学離縷の誕詩会の羅上で発表されたものであ

る。庫譲砂底本として、7物ε藏詔雑既馳劉臨ε聯続難Z）瞬欝ε砂濃耀漉醜C齷齷簿

（餐e騨YGr歓賑給撒3t給費譲P盛観童戯ers，欝総）を使零した。

　譲文率の人名には、懸想で盤没年を付した。
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